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人
口
二
九
〇
〇
万
人
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
発

　
近
年
、
ア
ジ
ア
地
域
で
は
国
境
を
越
え
て
隣
接
す
る

地
域
が
形
成
す
る
局
地
経
済
圏
が｢

成
長
の
三
角
地
帯｣

な
ど
の
呼
称
で
発
足
し
て
い
る
。
局
地
経
済
圏
は
、
貿

易
ブ
ロ
ッ
ク
を
国
家
間
で
形
成
す
る
地
域
経
済
圏
と
は

異
な
り
、
調
整
に
時
間
を
要
せ
ず
、
短
期
間
、
低
コ
ス
ト

で
立
ち
上
が
り
が
可
能
と
の
点
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

野
　
沢
　
勝
　
美

　
東
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
成
長
地
帯
の
課
題

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
い
て
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
リ
ア

ウ
州
か
ら
な
る
「
成
長
の
三
角
地
帯
」（
Ｓ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
）
に
み
る
よ
う
に
、
国
境
を
越
え
た
局
地
経
済
圏
が

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
に
よ
る
「
北
の
成
長
の
三
角
地
帯
」

（
Ｉ
Ｍ
Ｔ
―
Ｇ
Ｔ
）
も
政
府
間
で
協
力
合
意
が
締
結
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
経
済
圏
か
ら
は
ず
れ
て

い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
加
え
た
今
ひ
と
つ
の
局
地
経
済
圏

が
進
行
し
て
い
る
。
ブ
ル
ネ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
東

西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
三
州
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
サ
バ
、
サ
ラ
ワ
ク
の
両
州
と
ラ
ブ
ア
ン
島
、
お

よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
、
パ
ラ
ワ
ン
両
島
か

ら
構
成
さ
れ
る
「
東
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
成
長
地
帯
」
（
図
参

照
。
略
称
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
―
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
」、
本
稿
で
は
以

下
、「
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
」）
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
局
地
経
済
圏
は
、
大
き
く
次
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分

類
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
成
功
の
要
件
は
経
済
的

補
完
性
の
存
在
で
あ
る
。

　
第
一
は
輸
出
志
向
産
業
に
重
点
を
お
い
た
局
地
経
済

圏
で
あ
る
。
前
述
の
「
成
長
の
三
角
地
帯
」
に
み
る
よ

う
に
、
資
本
を
備
え
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
内
外
企
業
が

労
働
力
不
足
に
対
応
す
べ
く
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
、
リ
ア
ウ

州
バ
タ
ム
島
に
低
賃
金
労
働
を
求
め
進
出
の
例
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
地
域
協
力
に
重
点
を
お
い
た
局
地
経
済
圏

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
北
の
成
長
の
三
角
地
帯
」
が
あ

る
。
北
部
マ
レ
ー
シ
ア
、
南
部
タ
イ
、
北
部
ス
マ
ト
ラ

の
各
地
域
が
工
業
を
補
完
し
、
地
域
開
発
を
達
成
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
伝
統
的
な
地
域
開
発

を
企
図
し
、
規
模
の
経
済
の
増
大
、
生
産
の
補
完
、
市

場
の
拡
大
を
追
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
は
、
一
九
九
一
年
に
ア
キ
ノ
大
統
領
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
商
業
会
議
所
で
そ
の
構
想
を
提
言

し
、
後
継
の
ラ
モ
ス
大
統
領
の
も
と
で
九
四
年
に
第
一

回
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
閣
僚
会
議
で
正
式
発
足
し
た
。
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ

は
第
二
の
タ
イ
プ
に
近
い
形
態
に
わ
け
ら
れ
る
。
人
口

規
模
で
約
二
九
〇
〇
万
人
を
擁
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開

発
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
他
の
局
地
経
済

圏
と
比
べ
る
と
い
く
つ
か
の
重
要
な
相
違
点
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
生
産
要
素
の
賦
存
状
況
が
類
似
し
て
お

り
、
経
済
的
補
完
性
は
少
な
い
点
で
あ
る
。
構
成
す
る

地
域
・
国
は
、
ブ
ル
ネ
イ
を
除
き
い
ず
れ
も
所
得
水
準

は
低
く
、
労
働
力
は
豊
富
で
あ
る
が
、
資
本
が
不
足
し

て
い
る
。
ま
た
天
然
資
源
は
豊
富
で
あ
る
も
の
の
、
こ

の
分
野
で
は
補
完
関
係
は
少
な
い
。
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン

州
、
サ
バ
州
、
サ
ラ
ワ
ク
州
、
ブ
ル
ネ
イ
は
原
油
・
Ｌ

Ｎ
Ｇ
の
生
産
輸
出
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
ま
た
北

ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
域
は
ア
グ
ロ
・
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
が
中
心
で
あ
る
。「
バ
ナ
ナ
を
売
っ
て
、
石

油
を
買
う
」
と
い
う
一
次
産
品
貿
易
に
は
、
石
油
の
売

り
手
側
に
関
心
は
な
い
。
こ
の
た
め
積
極
的
な
協
力
関

係
の
構
築
に
向
け
た
意
欲
に
欠
け
る
と
の
難
点
が
あ
る
。

　
第
二
は
、
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
地
域
は
セ
レ
ベ
ス
海
な
ど
海
域

に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
海

域
は
伝
統
的
に
越
境
貿
易
、
密
貿
易
な
ど
が
盛
ん
で
あ

る
。
し
か
し
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
は
こ
れ
ら
の
海
上
交
易
を
追
認

す
る
と
い
う
消
極
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　
第
三
に
、
こ
の
地
域
で
は
近
代
的
産
業
振
興
に
不
可

欠
な
情
報
、
物
資
、
人
物
往
来
を
容
易
に
す
る
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
海
上
輸
送

の
た
め
の
倉
庫
、
港
湾
施
設
、
船
舶
が
十
分
で
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
に
は
以
上
の
相
違
点
が
あ
る

一
方
で
、
あ
ら
た
な
特
徴
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

各
参
加
国
が
、
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
に
対
し
て
地
域
開
発
の
枠
組

み
と
の
連
携
に
期
待
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
く
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
は
こ
れ
が
顕
著
で
あ
る
が
、
イ
ン
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各
国
と
も
地
域
開
発
と
の
連
携
を
重
視

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
同
様
の
状
況
に
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
は
ミ
ン
ダ
ナ

オ
地
域
開
発
と
の
連
携
で
重
視
さ
れ
て
き
た
。
国
家
経

済
開
発
庁
の
「
改
定
ミ
ン
ダ
ナ
オ
開
発
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
計
画
」（
一
九
九
四
─
九
八
年
）
に
お
い
て
、
ミ
ン
ダ

ナ
オ
地
域
と
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
地
域
と
の
貿
易
お
よ
び
経
済
的

連
結
の
促
進
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

た
め
の
主
要
戦
略
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
を
地
域
開
発
と
連
携
す
る
意
向
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
政
府
は
、
国
土

の
六
八
・
二
％
、
人
口
の
一
八
・
一
％
を
占
め
る
東
部

ミ
ン
ダ
ナ
オ
開
発
で
は
「
飛
び
地
」
を
形
成

　
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
の
経
済
的
効
果
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
関
し
て

み
る
。
確
か
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
と
っ
て
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
は
当

初
好
調
な
ア
ジ
ア
経
済
の
追
い
風
を
受
け
て
投
資
も
進

ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
を
め
ぐ

る
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
た
。
一
九
九
七
年
の
ア

ジ
ア
通
貨
危
機
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
治
安
状
況
悪
化
が
そ

の
原
因
で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
域
内
に
お
け
る
航
空
路

線
は
全
部
で
十
一
路
線
で
あ
っ
た
が
現
況
で
は
わ
ず
か

五
路
線
に
減
少
し
て
い
る
。
事
実
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
ダ

バ
オ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
メ
ナ
ド
を

結
ぶ
バ
ラ
ク
航
空
に
よ
る
航
空
路
は
現
在
運
休
し
、
こ

れ
は
軽
飛
行
機
便
に
代
替
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
九

八
年
営
業
開
始
の
カ
ジ
ノ
・
リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
は
す

で
に
倒
産
、
営
業
停
止
を
し
て
い
る
。
同
事
業
は
マ

レ
ー
シ
ア
の
エ
ク
ラ
ン
・
ブ
ル
ハ
ッ
ト
社
が
総
額
三
億

ド
ル
投
じ
た
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
関
連
で
は
最
大
規
模
で
あ
っ
た
。

　
二
〇
〇
六
年
に
お
け
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
を
積
み
下
ろ
し

港
と
す
る
貿
易
額
を
み
て
み
よ
う
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
か
ら

輸
出
相
手
国
の
上
位
五
カ
国
は
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
オ

ラ
ン
ダ
、
韓
国
、
中
国
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ

に
は
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
上
位
一
〇
カ
国
の
う
ち
に

含
ま
れ
る
の
は
七
位
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
み
で
あ
る
。
輸

出
商
品
を
み
る
と
最
大
品
目
は
バ
ナ
ナ
で
あ
り
、
こ
れ

に
コ
コ
ナ
ツ
油
、
焼
結
鉱
な
ど
一
次
産
品
と
同
加
工
品

が
続
く
。
い
ず
れ
も
多
国
籍
企
業
に
よ
る
生
産
で
、
相

手
国
は
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
地
域
外
で
あ
る
。
一
方
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
の
輸
入
相
手
国
で
は
上
位
五
カ
国
の
四
位
に
マ
レ
ー

シ
ア
、
上
位
一
〇
カ
国
の
八
位
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
登

場
す
る
。
輸
入
商
品
の
最
大
品
目
は
コ
メ
で
あ
り
、
三

位
に
小
麦
が
入
る
が
い
ず
れ
も
農
産
品
で
本
来
は
ミ
ン

ダ
ナ
オ
が
比
較
優
位
の
あ
る
品
目
で
あ
る
。
な
お
二
位

は
輸
出
品
の
焼
結
鉱
の
原
料
で
あ
る
鉄
鉱
石
が
入
る
。

　
以
上
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け

る
貿
易
構
造
は
熱
帯
果
実
、
同
加
工
品
の
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
加

盟
国
以
外
へ
の
輸
出
、
お
よ
び
輸
入
鉱
産
物
な
ど
の
委

託
加
工
輸
出
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

担
い
手
は
そ
の
多
く
が
日
本
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
多
国

籍
企
業
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
生
産
活
動
と
地
場
産

業
と
の
連
携
が
弱
く
飛
び
地
を
形
成
し
て
い
る
の
が
実

態
で
あ
る
。
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し
、
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ

と
の
連
携
を
は
か
る
な
ど
、
現
状
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
の
ざ
わ
か
つ
み
・
国
際
関
係
学
部
教
授
）

（出所）筆者作成

図　ASEAN域内の局地経済圏

地
域
一
三
州
の
開
発
に
重
点
を
置
き
、一
九
九
三
年
に
東

部
開
発
評
議
会
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
と
の
連

携
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
経
済
学
部
の
ハ
リ
リ
・
ハ
デ
ィ

教
授
に
よ
る
と
、東
部
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
開
発
の
基
軸
は
南

ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
の
ウ
ジ
ュ
ン
パ
ン
ダ
ン
で
あ
り
、準
基
軸

地
は
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
の
メ
ナ
ド
と
マ
ル
ク
州
の
ア
ン
ボ

ン
と
す
る
。メ
ナ
ド
開
発
に
つ
い
て
は
メ
ナ
ド
空
港
の
国

際
空
港
機
能
の
拡
充
、ビ
ト
ン
港
の
国
際
港
化
で
両
港
を

統
合
し
開
発
拠
点
と
す
る
意
向
が
あ
る
。

　
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
を
国
内
の
地
域
開
発
と
の
連
携
で
捉
え
て

い
る
状
況
は
マ
レ
ー
シ
ア
お
よ
び
ブ
ル
ネ
イ
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
半
島
部
に
比
較

し
て
開
発
の
遅
れ
た
サ
バ
、
サ
ラ
ワ
ク
の
両
州
に
と
っ

て
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
を
開
発
の
契
機
と
し
た
い
意
向
は
明
ら
か

で
あ
る
。
ブ
ル
ネ
イ
に
お
い
て
は
、
近
年
脱
石
油
依
存

を
図
ろ
う
と
し
て
お
り
、
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
に
参
加
す
る
こ
と

で
非
石
油
産
業
を
育
成
す
る
意
欲
が
う
か
が
え
る
。
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